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　 一 般 的 な 3.5kW タ イ プ の も の を 設

置した場合、年間の発電量は、およそ

3,500kWh。これは、一般家庭の平均年

間電力消費量 4,209kWh（※ 1）の約 83

％にあたります。

　ただし、北部地域では、日射量の関係

どれくらい発電するの？Q.1
から発電量が 1 割ほど少なくなる可能性

があります（※ 2）。

※ 1）『省エネ性能カタログ 2009 夏』（資源エネル
ギー庁より

※２）新エネルギー財団『平成 19 年度 住宅用太
陽光発電システム価格及び発電電力量等に
ついて』より

　「製造等に必要なエネルギーが大きす

ぎて、エネルギーのもとをとれない」と

いううわさがありますが、これは誤解で

す。投入エネルギーを取り戻すのに必要

な期間（これをエネルギーペイバックタ

イム =EPT と呼びます）は、太陽光発電

システムの場合、わずかに 2 年程度。シ

本当に温暖化対策になるの？Q.2
ステム自体は 20 ～ 30 年は稼動すると

言われていますから、故障無く順調に動

けば間違いなく温暖化防止になります。

※）詳しくはこちら　
　　産業総合研究所の Web サイト
http://unit.aist.go.jp/rcpv/ci/about_pv/
supplement/supplement_1.html
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2009 年桜の開花日調査結果
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活動レポート 京都府地球温暖化防止活動推進センターの主な活動を報告します

フードマイレージの教材作成がスタートしています

　地球温暖化防止のキーワードとして認知度が上ってきている「フードマイレー

ジ」。このフードマイレージについて、よりよく分かってもらうためのツールと

して、センターでは、「京都版フードマイレージ買い物ゲーム」を推進員さんと

一緒に作成しています。この教材作成は、あおぞら財団の林美帆さんを講師に

迎え、全３回の OJT 研修として実施しています。第 1 回目の 7 月 5 日には、まず、

あおぞら財団作成の「大阪版フードマイレージ買い物ゲーム」を参加者が体験し、

第 2 回目の 8 月 22 日には、フードマイレージ教材作成のノウハウについて学

んだ後、京都版ゲーム作成がスタート。京都市中央市場のデータを眺めながら、ゲームに使う食材選びや産地調べを行

いました。

　9 月以降は選んだ食材のフードマイレージ計算、価格調査、教材の印刷作業等などを小グループごとに行い、次回の

研修である 11 月 8 日には完成した「京都版」ゲームで再度ゲーム実習する予定です。ゲームの内容等はあおぞら財団

のサイトでご確認下さい。

【参考】

・あおぞら財団「フードマイレージ教材化研究会」 http://www.aozora.or.jp/foodmileage/

・あおぞら財団 Web サイト http://www.aozora.or.jp/

2009.09.11/12
京都の木材流通を考える～講演と現地検討

　9 月 11・12 日の 2 日間にわたって、京都府産木材の流通について考えるセミナーを

開催しました（主催：京都府立大学 ACTR、京都府産木材認証制度運営協議会）。講師に

山本ビニター ( 株 ) の山本泰司社長、森林総合研究所の久保島吉貴氏を迎え、木材の品

質を安定化し市場での信頼性を確保するための、乾燥技術の重要性について学び、京都

府立大学大野演習林に設置された「高周波・蒸気複合乾燥機」を見学し今後の活用を検

討しました。

　ウッドマイレージ CO2 を用いた環境認証としてスタートし、徐々に認識されつつあ

る京都府産認証木材ですが、品質の面でも信頼性を担保できる制度へとバージョンアップする必要性を感じる２日間と

なりました。

親子温暖化教室実施中

　京都府内の小学生やその保護者を対象に、温暖化や省エネの出張授業を行なう

「親子温暖化教室」を、今年度はこれまでに 15 回実施しました。今年は新しい

学習プログラム作りに挑戦し、省エネの必要性を考えるプログラムと自然エネル

ギーの理解を深めるプログラムを開発しました。省エネプログラムでは、現在の

暮らしと昭和 30 年代頃の暮らしとを比較してエネルギーの使いすぎについて考

えたり、手回し発電を体験して、エネルギーの大切さを学んだりします。また、

自然エネルギーのプログラムでは、火力発電と風力発電を比較して自然エネル

ギーについて考え、風車の模型を作ります。どちらのプログラムも、反省点は残りましたが、子ども達の反応は良いよ

うに見受けられたので、今後、改善しながらさらに実施していく予定です。
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財団法人大学コンソーシアム京都が実施するインターンシップ制度を利用して、龍谷大学の学生さんにインターン生として、センターの活動に参加していただきました。

インターン後記

お 知 ら せ カエデ版


